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古今和歌集仮名序
紀貫之

やまと歌は　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける歌は　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるを種として　よろづの言の葉とぞなれりける種として　よろづの言の葉とぞなれりけると歌は　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるして　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるよろづの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける言の葉とぞなれりけるの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける葉とぞなれりけると歌は　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるぞなれりける
世の中にある人　 事 業しげきものなればの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける中にある人　 事 業しげきものなればにある人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける 事 業しげきものなればしげきもの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるなれば
心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるに思ふことを見るもの聞くものにつけて　言ひいだせるなり ふこと歌は　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるを種として　よろづの言の葉とぞなれりける見るもの聞くものにつけて　言ひいだせるなり るもの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける聞くものにつけて　言ひいだせるなり くもの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるにつけて　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける言の葉とぞなれりけるひいだせるなり 

花に鳴くうぐひす　水に住むかはづの声を聞けばに鳴くうぐひす　水に住むかはづの声を聞けばくうぐひす　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける水に住むかはづの声を聞けばに住むかはづの声を聞けばむかはづの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける声を聞けばを種として　よろづの言の葉とぞなれりける聞くものにつけて　言ひいだせるなり けば
生きとし生けるもの　いづれか歌をよまざりけるきと歌は　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるし生きとし生けるもの　いづれか歌をよまざりけるけるもの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるいづれか歌を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるよまざりける

力をも入れずして天地を動かしを種として　よろづの言の葉とぞなれりけるも入れずして天地を動かしれずして天地を動かしを種として　よろづの言の葉とぞなれりける動かしかし
目に見えぬ鬼神をもあはれと思はせに見るもの聞くものにつけて　言ひいだせるなり えぬ鬼神をもあはれと思はせ鬼神をもあはれと思はせを種として　よろづの言の葉とぞなれりけるもあはれと歌は　人の心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける思ふことを見るもの聞くものにつけて　言ひいだせるなり はせ
男女のなかをもやはらげの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるなかを種として　よろづの言の葉とぞなれりけるもやはらげ
猛きもののふの心をもなぐさむるは歌なりきもの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるふの心を種として　よろづの言の葉とぞなれりける心を種として　よろづの言の葉とぞなれりけるを種として　よろづの言の葉とぞなれりけるもなぐさむるは歌なり


